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と
挑
戦
―

社
会
に
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献
を新

病
院
1
号
館
Ⅱ
期
棟
が
4
月
に
着
工

戸
山 

芳
昭（
54
回
）

武
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三（
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回
）
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三四会奨励賞の推薦について
Young Investigator Award、 Keio University School of Medicine 

Alumni Association（Sanshikai）

目　　的　若手の三四会会員の研究を奨励し、実学としての慶應医
学の発展を図る。

対　　象　次の各分野ですぐれた業績をあげた三四会正会員 （本塾関
連病院のみではなく、研究施設他大学、地域等で業績を上げている
三四会員も含む）
　１．対象となる分野
　　　イ、臨床医学　　　ロ、基礎医学
　２．満40歳以下

推薦方法
１．推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学医学部

教授、慶應義塾大学関連病院会会員および他大学教授（三四
会員）とします。 

２．推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三四会奨
励賞推薦状）により候補者を推薦して下さい。 

３．推薦締切りは平成28年4月22日（金）必着、三四会事務局宛
とします。 

4．提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、論文別刷（学術集会発
表の場合はそれを証明するコピーと800字程度の抄録）、オリ
ジナル１部とコピー10セットが必要です。 

５．対象となる研究が共著論文の場合は共著者の承諾書（オリジ
ナル１部とコピー10部）が必要となります。 

※推薦状、略歴、論文、共著者の承諾書を順に組んで１部とし、コ
ピーも同じ体裁に整えてください。

※推薦状のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
    URL：http://www.sanshikai.jp/award/shourei/index.html

三四会社会功労賞の推薦について
目　　的　地域社会、社会貢献を通じて顕著な功績により三四
会の名誉を高めた三四会員を表彰し実学としての慶應医学の発
展を図る。

対　　象　１、表彰目的に沿った優れた業績をあげた三四会正
会員（本塾関連病院のみではなく、研究施設、
他大学、地域で業績をあげている三四会員も含
む）

　　　　　２、年齢は問わない。
　　　　　
推薦方法

１、推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義
塾大学医学部教授、慶應義塾大学関連病院会会
員および他大学教授（三四会員）とします。

２、推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書
式（三四会社会功労賞推薦状）により候補者を
推薦してください。

３、締め切りは、平成28年4月22日（金）必着、三
四会事務局宛とします。

4、提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、表彰目的
に沿った業績目録、客観的に評価しうる資料
等、オリジナル１部とコピー10セットが必要で
す。

※推薦書のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さ
い。

URL：http://www.sanshikai.jp/award/kourousyo/index.html

慶
應
医
学
部
１
０
０
周
年
に
向
け
た

4
つ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
取
り
組
み

第
３
回

短
期
集
中
連
載

ポ
ス
ト
Ｃ
Ｏ
Ｉ 
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Ｔ
ゲ
ノ
ム
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推
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ク
フ
ォ
ー
ス

洪　

 

実（
65
回
）

坂
口
光
洋
記
念
講
座

（
シ
ス
テ
ム
医
学
）

第110回医師国家試験
多
様
な
範
囲
か
ら
の
出
題
で

１
０
０
％
合
格
は
叶
わ
ず

　

厚
生
労
働
省
は
３
月
18

日
、
平
成
28
年
２
月
６
日
か

ら
８
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

実
施
さ
れ
た
第
１
１
０
回
医

師
国
家
試
験
の
合
格
発
表
を

行
っ
た
。
合
格
率
は
91
・
５

％
と
、
前
年
の
91
・
２
％
を

上
回
り
過
去
最
高
と
な
っ

た
。

　

合
格
基
準
は
、
一
般
問
題

を
１
問
１
点
、
臨
床
実
地
問

題
を
１
問
３
点
と
し
た
と

き
、
必
修
問
題
に
つ
い
て
は

２
０
０
点
中
１
６
０
点
以

上
、
必
修
問
題
以
外
の
一
般

　

最
近
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
ゲ
ノ
ム
医
療
や
個
別
化
医

療
、Precision Medicine

と

い
う
言
葉
が
、
医
学
医
療
関

係
者
だ
け
で
無
く
一
般
の
人

々
の
関
心
を
集
め
つ
つ
あ

る
。
こ
れ
は
、
診
察
・
検
査

デ
ー
タ
・
画
像
デ
ー
タ
な
ど

従
来
型
の
医
療
情
報
に
加

え
、
マ
ル
チ
オ
ミ
ッ
ク
ス
情

報
と
い
わ
れ
る
ゲ
ノ
ム
、
エ

ピ
ゲ
ノ
ム
、
ト
ラ
ン
ス
ク
リ

プ
ト
ー
ム
、
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム

な
ど
の
個
人
に
即
し
た
高
精

度
且
つ
大
容
量
測
定
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
患
者

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
の
治

療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　

迅
速
安
価
に
全
ゲ
ノ
ム
情

報
を
読
み
取
れ
る
次
世
代
シ

ー
ク
エ
ン
サ
ー
を
は
じ
め
と

し
て
高
精
度
な
検
査
技
術
は

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
た
め
、

喫
緊
の
課
題
は
、
個
人
の
医

療
情
報
を
収
集
・
統
合
し
、

医
療
の
現
場
で
共
有
で
き
る

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
作
り
で
あ

る
。
ま
た
、
よ
り
精
度
の
高

い
診
断
・
治
療
の
た
め
に
は
、

日
常
の
生
活
、運
動
、食
事
、

栄
養
な
ど
と
い
っ
た
、
従
来

は
医
療
情
報
の
外
で
あ
っ
た

健
康
情
報
の
収
集
・
解
析
も

重
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
多

く
の
患
者
、
健
常
人
を
コ
ホ

ー
ト
と
し
て
ビ
ッ
グ
・
デ
ー

タ
解
析
を
行
っ
て
い
く
こ
と

で
、
デ
ー
タ
と
治
療
方
針
の

対
応
関
係
を
発
見
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
昨
年
終
了
し

た
文
科
省
の
セ
ン
タ
ー
オ
ブ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
ラ
イ

ア
ル
で
慶
應
義
塾
大
学
拠
点

が
目
指
し
て
い
た
課
題
で
も

あ
っ
た
が
、
岡
野
医
学
部
長

の
ご
提
案
で
教
授
会
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
の
一
つ
と
し
て
、

「
ポ
ス
ト
Ｃ
Ｏ
Ｉ 

︱ 

Ｔ
ゲ
ノ

ム
医
療
推
進
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
」
を
組
織
し
、
さ
ら
に
検

討
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
本
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の

目
的
は
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
基
礎
と
臨
床
の
Ｉ
Ｔ
、

特
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活

用
し
た
様
々
な
活
動
を
統
合

す
る
こ
と
も
含
ま
れ
、現
在
、

2
ヶ
月
に
1
度
教
授
会
の
後

に
15
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
な
る
委
員
が
議
論
を
重
ね

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　

一
つ
目
は
、
慶
應
義
塾
大

学
病
院
、
関
連
病
院
、
三
四

会
と
の
連
携
に
よ
る
医
療
情

報
、
医
療
Ｉ
Ｔ
の
推
進
と
そ

の
た
め
の
仕
組
み
作
り
で
あ

る
。特
に
、多
施
設
で
の
電
子

カ
ル
テ
情
報
の
一
元
化
と
自

在
な
検
索
を
可
能
と
す
る

SS-MIX2

ビ
ュ
ー
ア
（
セ
ン

タ
ー
オ
ブ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
ト
ラ
イ
ア
ル
の
成
果
）の
実

証
研
究
が
始
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
２
０
１
５
年
末
に

は
、武
林
亨
教
授
、宮
田
裕
章

教
授
が
中
心
と
な
り
、
神
奈

川
県
、川
崎
市
、横
浜
市
、
企

業
群
と
と
も
に
Ｊ
Ｓ
Ｔ
リ
サ

ー
チ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
フ
ィ
ー
ジ
ビ

リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
拠
点
）
が

採
択
さ
れ
、健
康
情
報
収
集
・

利
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
検
体
管
理
・

バ
イ
オ
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の

構
築
で
あ
る
。
ゲ
ノ
ム
医
療

を
進
め
る
上
で
、
鍵
と
な
る

の
が
解
析
対
象
で
あ
る
臨
床

検
体
の
管
理
、
バ
ン
キ
ン
グ

と
そ
の
健
康
・
医
療
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
へ
の
統
合
で
あ
る
。

慶
應
義
塾
大
学
は
、
電
子
カ

ル
テ
と
リ
ン
ク
し
た
検
体
管

理
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
、
セ
ン

タ
ー
オ
ブ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
ト
ラ
イ
ア
ル
の
成
果
と
し

て
構
築
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ

を
軸
と
し
て
、
医
学
部
内
で

の
検
体
管
理
・
バ
イ
オ
バ
ン

問
題
及
び
臨
床
実
地
問
題
は

そ
れ
ぞ
れ
１
９
９
点
中
１
２

５
点
以
上
、
５
９
４
点
中
３

８
８
点
以
上
、
禁
忌
肢
選
択

数
は
３
問
以
下
の
者
を
合
格

と
し
た
。
問
題
が
難
化
し
た

こ
と
に
伴
い
、
合
格
基
準
は

前
年
と
比
較
し
て
か
な
り
低

下
し
た
と
い
え
る
。

　

全
体
の
受
験
者
数
は
９
４

３
４
人
、
う
ち
合
格
者
数
は

８
６
３
０
人
で
、
男
女
別
の

合
格
率
は
男
性
が
90
・
７

％
、
女
性
が
93
・
２
％
と
い

う
結
果
だ
っ
た
。

　

今
回
の
医
師
国
家
試
験
も

臨
床
的
視
点
か
ら
の
出
題
が

多
く
、
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く

知
識
を
問
う
問
題
は
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
臨
床
実
習
を

真
面
目
に
こ
な
す
こ
と
が
重

要
だ
と
い
う
問
題
作
成
者
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
ろ

う
。
必
然
的
に
受
験
者
の
思

考
力
を
試
す
問
題
が
増
え
、

一
見
平
易
で
も
回
答
が
ば
ら

け
る
問
題
が
多
い
。
覚
え
る

知
識
が
膨
大
に
な
っ
て
い
く

に
つ
れ
、
よ
り
医
学
的
思
考

回
路
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の

は
良
い
傾
向
か
も
し

れ
な
い
。

　

出
題
範
囲
で
は
外

科
領
域
の
問
題
や
高

齢
化
に
伴
い
老
年
病

に
関
す
る
出
題
が
増

え
た
も
の
の
、
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
は
前
年

と
比
較
し
総
じ
て
変

わ
ら
な
か
っ
た
。
ま

た
、
日
常
と
リ
ン
ク

し
た
医
学
知
識
を
問

う
問
題
も
多
か
っ
た
。
大
手

予
備
校
の
講
評
で
は
「
例
年

並
み
の
難
易
度
」
と
評
さ
れ

て
い
る
が
、
多
様
な
出
題
範

囲
を
考
え
る
と
実
際
に
受
け

た
受
験
者
は
難
化
し
た
印
象

を
持
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

本
塾
医
学
部
は
新
卒
１
０

８
人
中
１
０
５
人
（
97
・
２

％
）
が
合
格
し
、
既
卒
も
含

め
る
と
１
１
２
人
中
１
０
５

人
（
93
・
８
％
）
が
合
格
し

た
。
本
塾
が
高
い
合
格
率
を

維
持
し
続
け
る
背
景
に
は
、

国
試
対
策
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
学
生
同
士
が
積
極

的
に
教
え
あ
い
、
全
体
の
レ

ベ
ル
を
底
上
げ
し
て
い
く
体

制
が
あ
る
。
前
年
の
国
家
試

験
の
傾
向
を
踏
ま
え
た
説
明

会
を
行
い
、
積
極
的
な
模
試

受
験
の
推
奨
な
ど
計
画
的
な

学
習
を
促
し
て
い
る
。

　

重
圧
を
は
ね
の
け
難
関
を

通
過
し
た
今
年
の
95
回
生
に

敬
意
を
表
し
た
い
。

（
５
年　

水
上
耀
介
）

　

平
成
27
年
度
卒
業
式
が
３

月
23
日
、
日
吉
記
念
館
で
行

わ
れ
た
。
日
吉
記
念
館
は
卒

業
生
と
そ
の
家
族
で
ほ
と
ん

ど
埋
め
尽
く
さ
れ
、
厳
粛
に

行
わ
れ
た
。

　

開
式
の
辞
よ
り
始
ま
っ
た

式
典
で
は
、
ま
ず
長
谷
山
彰

常
任
理
事
に
よ
る
学
事
報
告

が
な
さ
れ
、
各
学
部
の
卒
業

生
数
お
よ
び
表
彰
者
数
が
読

み
上
げ
ら
れ
た
。
卒
業
生
数

は
全
学
部
で
６
４
３
６
名
、

医
学
部
は
そ
の
う
ち
最
も
少

な
い
１
０
８
名
で
あ
っ
た
。

次
に
各
学
部
の
代
表
者
へ
の

学
位
記
授
与
が
行
わ

れ
、
医
学
部
か
ら
は
湯

浅
絵
理
佳
君
が
受
領
代

表
と
な
っ
た
。
続
い
て

の
各
種
表
彰
で
は
、
大

学
表
彰
規
程
に
よ
る
表

彰
、
す
な
わ
ち
医
学
部

首
席
と
し
て
大
藤
嘉
子

君
が
表
彰
を
受
け
た
。

次
に
小
泉
体
育
努
力
賞

と
し
て
、
医
学
部
か
ら

柔
道
部
１
名
、
端
艇
部

29
名
、
競
走
部
２
名
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

15
名
、
空
手
部
９
名
、

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
11
名
が
表
彰
さ

れ
た
。
最
後
に
小
泉
体

育
奨
励
賞
や
塾
長
賞
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

各
種
表
彰
の
終
了

後
、
清
家
篤
塾
長
が
式
辞
を

述
べ
た
。
塾
長
は
、
福
澤
先

生
が"society"

を
『
人
間
交

際
（
じ
ん
か
ん
こ
う
さ
い
）』

と
訳
す
ほ
ど
、
人
と
の
交
わ

り
を
大
事
に
し
て
い
た
こ
と

に
絡
め
、「
互
い
に
学
び
、

互
い
に
高
め
あ
う
術
を
身
に

着
け
た
卒
業
生
に
は
、
こ
れ

か
ら
も
半
学
半
教
の
精
神
を

も
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
も
自
ら
が

他
に
教
え
る
こ
と
の
で
き
る

何
か
を
蓄
え
、
そ
し
て
常
に

ど
ん
な
人
と
も
対
等
に
接
し

て
謙
虚
に
学
ぶ
こ
と
を
忘
れ

ず
に
い
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　

式
の
結
び
に
は
、
会
場
に

い
る
塾
職
員
と
卒
業
生
な

ど
、
慶
應
社
中
に
よ
る
塾
歌

斉
唱
が
行
わ
れ
た
。
同
会
場

で
は
引
き
続
い
て
２
０
１
６

年
三
田
会
結
成
式
が
行
わ

れ
、
無
事
閉
式
と
な
っ
た
。

　

他
の
学
部
の
卒
業
生
同
様

に
社
会
へ
漕
ぎ
出
す
慶
應
医

学
部
95
回
生
の
卒
業
を
祝
福

し
、
今
後
の
活
躍
に
大
い
に

期
待
し
た
い
。

（
５
年　

馬
場
徹
人
）

　

95
回
生
の
諸
君　

卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
６

年
間
の
学
生
生
活
を
振
返
っ

て
、
楽
し
く
、
満
足
の
い
く

学
生
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
不
安

と
共
に
希
望
で
胸
を
い
っ
ぱ

い
に
膨
ら
ま
せ
て
い
た
入
学

式
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
時
に
志
し
た

医
師
が
目
前
の
も
の
と
な

り
、
白
衣
式
の
時
に
誓
っ
た

言
葉
を
実
行
す
る
時
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
皆
さ
ん
が
進
ん
で
い

こ
う
と
し
て
い
る
医
療
の
世

界
で
は
、
大
き
な
制
度
改
革

の
波
が
押
し
よ
せ
て
い
ま

す
。
平
成
24
年
に
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会
議
で
決
め

ら
れ
た
、
地
域
で
の
医
療
の

在
り
方
の
方
針
に
基
づ
い
て

平
成
28
年
度
の
診
療
報
酬
改

定
が
行
わ
れ
、
日
本
の
医
療

が
動
き
だ
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
専
門
医
機

構
に
よ
る
第
三
者
に
よ
る
専

門
医
制
度
も
、
平
成
29
年
度

よ
り
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
昨
年
10
月
に
医

療
事
故
調
査
制
度
が
開
始
さ

れ
、
医
師
法
21
条
に
関
す
る

検
討
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
が
進
ん

で
い
く
医
学
の
道
は
、
急
速

に
変
革
を
き
た
し
始
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
変
化
に
右
往
左
往
す
る
こ

と
な
く
、
６
年
間
学
ん
で
き

た
福
澤
・
北
里
両
先
生
の
教

え
に
基
づ
い
て
、
勉
学
に
励

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

医
学
部
同
窓
会
で
あ
る
三

四
会
の
規
約
に
は
、『
医
学

部
と
密
接
な
連
携
を
保
ち
、

会
員
相
互
の
親
睦
、
医
学
医

術
の
研
鑽
に
努
め
、
福
澤
、

北
里
両
先
生
建
学
の
訓
え
を

体
し
て
慶
應
醫
学
の
隆
盛
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
』
と
あ
り
ま
す
。
す

な
わ
ち
三
四
会
は
、
福
澤
、

北
里
先
生
の
教
え
に
基
づ
い

て
、
慶
應
醫
学
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
が
目
的
の
一
つ

で
す
。
北
里
先
生
は
、
自
分

を
育
て
て
く
れ
た
人
と
社
会

に
感
謝
し
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
で
、
恩
に
報
い
る
こ
と

「
報
恩
」
を
説
い
て
お
ら
れ

ま
す
し
、
福
澤
先
生
が
作
ら

れ
た
慶
應
義
塾
の
目
的
に

は
、『
全
社
会
の
先
導
者
た

ら
ん
こ
と
を
欲
す
も
の
な

り
』
と
あ
り
ま
す
。
福
澤
、

北
里
両
先
生
は
、
社
会
へ
の

働
き
か
け
や
貢
献
を
、
塾
員

・
三
四
会
員
に
望
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

　

卒
業
に
よ
り
皆
さ
ん
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
選
ん
だ
道

を
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
一
緒
に
信

濃
町
で
学
ん
だ
６
年
間
は
、

全
員
が
共
有
で
き
る
経
験
で

　

95
回
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒

業
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
慶
大
医
学
部
も
今
年

で
創
立
99
年
を
迎
え
、
い
よ

い
よ
１
０
０
年
ま
で
残
す
と

こ
ろ
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
創
立
１
０
０
年
記
念
事

業
の
中
核
を
成
す
も
の
が
新

病
院
棟
建
設
で
あ
り
、
慶
應

医
学
が
目
指
す
“
世
界
に
冠

た
る
総
合
医
学
府
”
の
構
築

に
向
け
て
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
で
の
改
革
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
事
業

の
一
環
と
し
て
記
念
式
典
や

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
挙

行
、
医
学
部
１
０
０
年
記
念

誌
の
発
刊
な
ど
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
２
年

間
の
初
期
臨
床
研
修
に
加
え

て
、
専
門
医
取
得
の
た
め
の

後
期
研
修
を
終
え
る
頃
に

は
、
慶
應
医
学
は
新
た
な
装

い
の
下
、
次
の
百
年
に
向
け

て
動
き
出
し
て
い
る
は
ず
で

す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
こ
の
４

月
よ
り
医
師
と
し
て
の
第
一

歩
を
ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け
で

す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
卒
業
生

は
初
期
臨
床
研
修
に
進
む
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
２
年

間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
施

設
に
お
い
て
実
際
の
医
療
を

学
び
、
よ
り
多
く
の
経
験
を

積
み
、
一
回
り
も
二
回
り
も

大
き
く
な
っ
て
慶
應
に
戻
っ

て
き
て
下
さ
い
。
そ
の
日
を

楽
し
み
に
待
っ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
の
好
き
な

言
葉
の
一
つ
に
「
原
点
と
挑

戦
」
が
あ
り
ま
す
。
医
師
は

病
気
に
は
厳
し
く
、
患
者
さ

ん
に
は
常
に
優
し
く
、
病
気

を
治
す
と
と
も
に
患
者
さ
ん

の
話
に
よ
く
耳
を
傾
け
、
ヒ

ト
を
診
る
医
師
、
病
人
を
治

す
医
師
で
あ
る
こ
と
が
原
点

で
あ
り
、基
本
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
患
者
さ
ん
か
ら

多
く
の
こ
と
を
学
び
取
っ
て

下
さ
い
。患
者
さ
ん
か
ら
は
、

そ
の
疾
患
に
関
し
て
数
多
く

の
シ
グ
ナ
ル
が
医
療
側
に
送

ら
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
私

達
が
気
付
か
な
い
だ
け
で
、

そ
こ
に
は
新
た
な
疾
患
群
の

発
見
や
病
態
解
明
に
繋
が
る

何
か
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
が
、“
松
茸
は
千

人
ま
た
ぐ
”
と
い
う
諺
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
松
茸
取
り

の
名
人
は
、
必
ず
松
茸
を
見

つ
け
出
す
と
い
う
強
い
意

志
、
目
的
を
持
っ
て
山
に
入

り
、
ほ
ん
の
少
し
の
土
の
膨

ら
み
や
落
ち
て
い
る
木
の
葉

の
変
化
を
読
み
取
っ
て
、
そ

の
下
に
松
茸
が
隠
れ
て
い
る

の
を
見
つ
け
出
し
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
一
般
の
人
は
大
き

な
目
的
も
無
く
歩
き
、
そ
こ

に
松
茸
、
医
学
に
と
っ
て
の

宝
物
、
新
発
見
が
あ
る
こ
と

に
気
付
か
ず
、
跨
い
て
通
り

す
ぎ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
医
師
も
松
茸
取
り
の

95
回
生
１
０
８
名
が

社
会
へ
と
羽
ば
た
く

平
成
27
年
度 

卒
業
式

ク
事
業
統
合
に
つ
い
て
、
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
内
で
作
業
部

会
（
金
井
弥
栄
教
授
、
小
崎

健
次
郎
教
授
、増
井
徹
教
授
）

が
立
ち
あ
が
っ
て
い
る
。

　

三
つ
目
は
、
基
礎
・
臨
床

研
究
を
推
進
す
る
た
め
の
バ

イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

基
盤
整
備
で
あ
る
。
デ
ー
タ

解
析
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
協
力

し
て
、
毎
月
の
情
報
共
有
の

場
と
し
て
、
慶
應
バ
イ
オ
イ

ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
（
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
を
開

催
し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ン

ズ
オ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通

じ
て
、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

解
析
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る

試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
で
議
論
を
重
ね
て
き
た
こ

と
を
、
教
授
会
を
通
じ
て
、

皆
様
に
さ
ら
に
ご
議
論
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
様
々
な
事
業
を

実
施
し
て
い
く
に
当
た
っ
て

は
、
医
学
部
・
病
院
、
関
連

病
院
、
三
四
会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

2号棟から見た解体現場。
後ろに総合医科学研究棟と東校舎が見える

本年2月撮影の航空写真。左上がJR信濃町駅

「
平
成
27
年
度
謝
恩
会
」開
催

　

本
年
度
の
謝
恩
会
が
３
月

23
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
富
士
の

間
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ

た
。
今
年
度
の
卒
業
生
で
あ

る
95
回
生
と
そ
の
保
護
者
、

６
年
間
で
お
世
話
に
な
っ
た

多
く
の
先
生
方
が
参
列
し
、

会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
進
行
し
た
。

　

謝
恩
会
は
19
時
に
開
会

し
、
来
賓
の
挨
拶
、
卒
業
生

紹
介
、
卒
業
記
念
品
授
与
、

寄
贈
品
贈
呈
、
謝
恩
会
委
員

挨
拶
、
若
き
血
斉
唱
と
続
い

た
。
岡
野
栄
之
医
学
部
長
は

卒
業
す
る
95
回
生
に
「
と
ん

で
も
な
く
問
題
の
多
い
学
年

で
自
分
の
在
籍
し
て
い
た
学

年
と
似
て
い
る
。
大
い
に
期

待
し
て
い
る
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
会
場
に
大
き

な
笑
い
が
起
き
た
。

　

式
の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
が

生
徒
、
保
護
者
、
先
生
方
の

歓
談
で
あ
り
、
普
段
ポ
リ
ク

リ
で
は
な
か
な
か
話
せ
な
か

っ
た
こ
と
を
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
先
生
方
に
相
談
す
る
卒
業

生
の
姿
が
多
く
目
立
っ
た
。

自
分
の
将
来
興
味
の
あ
る
科

の
先
生
の
お
話
を
積
極
的
に

聞
き
に
行
き
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
長
い
医
者
人
生
の
参
考

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う

な
内
容
で
あ
っ
た
。
た
っ
た

２
週
間
ポ
リ
ク
リ
で
回
っ
た

だ
け
で
生
徒
と
過
ご
す
時
間

も
お
仕
事
の
中
の
限
ら
れ
た

時
間
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
の

に
、
一
人
一
人
の
生
徒
の
名

前
と
顔
を
覚
え

て
い
る
先
生
も

中
に
は
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
卒
業

生
は
感
動
し
て

い
た
。

　

卒
業
生
の
自

己
紹
介
で
は
今

後
の
抱
負
を
語

る
者
、
６
年
間

の
思
い
出
を
話

す
者
、
親
や
先

生
方
へ
の
感
謝

を
述
べ
る
者
な

ど
様
々
見
受
け

ら
れ
た
が
、
皆

一
様
に
壇
上
で

希
望
に
満
ち
溢

れ
た
輝
い
た
顔
を
し
て
い
た
。

　

95
回
生
が
卒
業
後
も
更
な

る
飛
躍
を
遂
げ
社
会
の
先
導

者
と
な
る
こ
と
を
願
う
と
と

も
に
、
我
々
在
校
生
も
義
塾

で
学
ぶ
者
と
し
て
の
自
覚
を

よ
り
一
層
強
く
持
ち
、
世
界

の
医
学
の
進
歩
に
寄
与
で
き

る
よ
う
に
研
鑽
を
積
む
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
た
。

（
５
年　

馬
場
徹
人
）

　

昨
年
秋
に
竣
工
し
た
１
号

館
Ⅰ
期
棟
は
本
年
１
月
に
地

下
１
階
の
放
射
線
治
療
部
門

が
稼
働
を
開
始
し
、
全
館
フ

ル
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
２
期
棟

建
設
エ
リ
ア
で
あ
る
病
院
北

側
敷
地
の
既
存
棟
解
体
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
回
解

体
さ
れ
て
い
る
の
は
中
央
棟

北
側
、
７
号
棟
、
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ

Ｒ
棟
、
臨
床
講
堂
、
放
射
線

治
療
棟
な
ど
で
す
が
、
３
月

上
旬
の
時
点
で
一
部
を
除
き

建
屋
上
物
の
解
体
が
ほ
ぼ
完

了
し
ま
し
た
。
現
在
は
２
期

棟
を
建
設
す
る
エ
リ
ア
が
ほ

ぼ
さ
ら
地
と
な
っ
て
姿
を
現

し
て
い
ま
す
。
実
際
の
工
事

現
場
に
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、
改
め
て
建
設
規
模
の
大

き
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

Ⅱ
期
棟
建
設
工
事
は
い
よ

い
よ
こ
の
４
月
に
着
工
さ

れ
、
２
年
後
の
２
０
１
８
年

春
に
竣
工
予
定
で
す
。

　

完
成
す
る
１
号
館
は
、
建

築
面
積
８
８
０
０
平
米
、
延

べ
床
面
積
７
万
４
６
０
０
平

米
で
地
上
11
階
地
下
２
階
の

免
震
構
造
を
有
す
る
建
物
で

す
。
Ⅰ
期
棟
と
Ⅱ
期
棟
は
完

全
に
一
体
化
す
る
建
物
と
な

り
、
現
在
の
慶
應
病
院
の
外

来
や
病
棟
、
手
術
室
、
放
射

線
部
門
、
検
査
部
門
な
ど
の

多
く
を
収
容
す
る
事
に
な
り

ま
す
。

（
新
病
院
棟
開
設
準
備
室
長

渡
辺
真
純　

64
回
）

名
人
の
よ
う
に
、
患
者
さ
ん

が
持
っ
て
い
る
、
ほ
ん
の
少

し
の
症
状
や
所
見
を
見
逃
さ

ず
、
注
視
し
、
患
者
さ
ん
か

ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
教

え
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
そ

の
姿
勢
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
上
で
、
臨
床
か
ら
の

疑
問
を
基
礎
研
究
で
明
ら
か

に
し
て
下
さ
い
。
難
病
と
言

わ
れ
て
い
る
疾
患
群
に
挑
戦

下
さ
い
。加
齢
現
象
に
も「
歳

の
せ
い
」
と
言
わ
ず
に
科
学

力
に
て
挑
戦
下
さ
い
。
再
生

医
療
も
挑
戦
す
る
に
値
す
る

大
き
な
課
題
で
す
。“
慶
應

医
学
︱
次
の
百
年
に
向
け

て
”、
95
回
生
の
皆
さ
ん
！

そ
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
出

来
る
よ
う
、
し
っ
か
り
前
を

向
き
挑
戦
し
続
け
て
下
さ
い
。

す
。
別
々
の
道
に
進
ん
で

も
、
医
師
と
し
て
医
学
を
学

ん
だ
出
発
点
は
信
濃
町
に
あ

り
ま
す
。
年
を
重
ね
て
い
く

つ
に
な
っ
て
も
、
医
師
と
し

て
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
る
の

で
す
。

一
生
医
師
で
あ
り
続
け
る
皆

さ
ん
は
、
社
会
に
貢
献
し
続

け
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
三
四
会
は
こ
の
命
題

を
実
行
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
貢
献
で
き
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
三

四
会
は
、
一
生
医
師
で
あ
り

続
け
る
皆
さ
ん
と
共
に
歩
み

続
け
、
応
援
し
続
け
ま
す
。

＝３月の進捗状況＝

新 病 院 棟
Ⅱ期棟エリア解体

　

あ
と
数
日
で
母
が
90
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
。
今
年
は

盛
大
に
お
祝
い
を
し
よ
う

と
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
、
そ

し
て
親
戚
も
海
外
か
ら
集
ま

っ
て
く
る
。
と
て
も
賑
や
か

な
会
に
な
り
そ
う
で
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
自
立
し
て
ひ
と
り

神
戸
で
生
活
し
て
い
た
母
で

あ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
２
年

前
に
癌
の
手
術
を
受
け
た
。

術
後
の
経
過
は
良
か
っ
た
も

の
の
、
ひ
と
り
住
ま
い
は
心

配
だ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
葉
山
に
家

を
建
て
た
自
分
が
、
母
の
面

倒
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
バ
ツ
イ
チ
独
身
の

自
分
と
老
母
、
愛
犬
ジ
ユ
と

の
共
同
生
活
が
始
ま
っ
た
。

引
っ
越
し
て
か
ら
約
１
年
半

が
経
っ
た
今
、
す
っ
か
り
葉

山
で
の
生
活
に
慣
れ
、
週
２

日
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

て
新
し
い
友
人
が
た
く
さ
ん

で
き
た
よ
う
だ
。
体
調
が
回

復
し
た
だ
け
で
な
く
気
持
ち

も
明
る
く
積
極
的
に
な
り
、

家
の
近
く
の
ジ
ム
に
も
通
い

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
も
始
め

た
。

　

私
が
母
と
暮
ら
し
て
い
る

こ
と
を
知
る
人
は
よ
く
「
親

孝
行
で
す
ね
」
と
言
っ
て
く

だ
さ
る
が
、
親
孝
行
し
て
い

る
と
い
う
気
負
い
は
全
く
な

い
。母
と
の
生
活
は
楽
し
く
、

学
び
が
多
く
、
そ
し
て
実
際

と
て
も
助
か
っ
て
い
る
。
手

足
が
非
力
に
な
っ
て
い
る
点

な
ど
、
家
事
で
は
多
少
の
制

限
や
不
自
由
さ
は
あ
る
よ
う

だ
が
、
上
手
く
工
夫
を
し
な

が
ら
、
ほ
ぼ
自
立
し
て
自
己

管
理
が
で
き
て
い
る
。
き
っ

と
息
子
に
迷
惑
や
負
担
を
か

け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
気

持
ち
が
、
自
立
心
と
自
尊

心
、
日
々
の
生
活
レ
ベ
ル
の

継
続
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。
小
さ
い
頃
に

食
べ
た
“
お
ふ
く
ろ
の
味
”

を
今
で
も
作
っ
て
も
ら
え
、

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
本
当
に
幸
せ
で
あ
る
。

　

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
高
い
超
高
齢
者

を
“
サ
ク
セ
ス
フ
ル
・
エ
イ

ジ
ン
グ
”
と
い
う
ら
し
い

が
、
母
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
思
考
は
、
幸
せ
な
老
後
の

ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

子
は
親
か
ら
人
生
の
始
ま
り

方
だ
け
で
は
な
く
、
終
わ
り

方
も
学
ぶ
の
だ
と
最
近
に
な

っ
て
気
づ
い
た
。
自
分
も
人

生
の
「
思
秋
期
」
に
さ
し
か

か
っ
た
時
期
に
な
る
が
、「
終

活
」
の
す
ば
ら
し
い
モ
デ
ル

で
あ
る
母
と
の
一
日
一
日
を

感
謝
し
大
切
に
し
た
い
。

（
㈱
メ
デ
ィ
・
ウ
ェ
ブ
代
表

取
締
役
会
長
／
医
療
法
人
健

究
社
理
事
長

楊　

浩
勇　

68
回
）

晴
れ
や
か
な
表
情
の
95
回
生
た
ち

日吉記念館での卒業式

第110回医師国家試験 新卒合格率順位
順
位大学名

合格率
（%）

合格者数／
受験者数

1 順天堂大学 100 108/108
1 東京慈恵会医科大学 100 107/107
1 近畿大学 100 85/85
1 和歌山県立医科大学 100 105/105
5 東京医科歯科大学 99.2 126/127
6 自治医科大学 99.1 113/114
7 日本大学 99.1 110/111
8 福島県立医科大学 99.0 100/101
9 佐賀大学 98.9 91/92
10 横浜市立大学 98.9 86/87
11 秋田大学 98.3 118/120
12 東北大学 98.3 117/119
13 東邦大学 98.1 103/105
14 慶應義塾大学 97.2 105/108
14 名古屋市立大学 97.2 70/72


